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度 株式会社 オカムラルーフ

●屋根板金工事

■ 代 表 者 名 代表取締役会長　岡村　三男

■ 設立年月日 １９８８年（昭和６３年）１０月８日

■ 所 在 地 〒４０３ー００１１

山梨県富士吉田市新倉２８７１

■ Ｔ Ｅ Ｌ ０５５５ー２３ー８３７４

■ Ｆ Ａ Ｘ ０５５５ー２３ー８３７５

■ ＥーＭａｉｌ roof@cello.ocn.ne.jp

■ Ｕ Ｒ Ｌ http://www.okamuraroof.co.jp/

■ 業 種 屋根・板金・電気工事業

■ 資 本 金 額 ５００万円 ■ 従 業 員 数 ７人
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たった１日で完成する屋根板金工事サービス

住宅リフォーム市場の「より早く」というニーズに応えるために、今後主流となる嵌合立平葺屋根の加
工設備を導入。内製化に成功し、受注から施工まで最短１日で行う屋根板金工事サービスを確立した。

　オカムラルーフは富士北麓地域をメインに事

業を展開している創業７０年の老舗屋根板金業

者だ。新築物件を中心に工事を行ってきたが、

２０１４年の記録的大雪を機にリフォーム工事の

需要が拡大。その際、屋根が壊れて困っている施

主や地元工務店からの「より早く」という声を直

に聞き、それに応えられるサービスの提供を可能

にしようと動きだした。

　最短１日で完成できる屋根板金サービスを提供

することを目標に掲げ、これから主流になると見

込まれる嵌合立平葺屋根の内製化に取り組んだ。

　嵌合立平葺屋根は、鋼板のスプリングバック（塑

性加工）を活用したはめ込み式で、合わせを軽く

踏んではめ込むので短時間で施工することができ

る。軽量なのに強度があり、地震にも強いといわ

れ、太陽光発電設備を載せるのにも適していて、

太陽光発電の普及に伴い需要が拡大している。ま

たリフォームでも嵌合立平葺屋根に変更するケー

スが増えている。

　同社では現在主流となっている横長尺葺屋根は

既に内製化しているが、嵌合立平葺屋根について

は外注加工業者に発注し、加工した既製品を使用

していて、加工業者への発注から納品まで時間が

かかり、施工完了まで１０日程度の時間を必要と

していた。そこで自社で加工できる体制を整える

ために、嵌合立平葺屋根専用の加工ラインを新た

に導入することにした。

　「嵌合立平葺屋根は今後さらなる需要増加を見

込むことができ、何より『早く安く丁寧』をモッ

トーとする当社として、より顧客ニーズに応えて

いくためには内製化が必要だと判断しました」と

岡村三男会長は力を込める。

　導入した加工ラインで試作品の製作を行いなが

ら、加工～施工までの作業時間を計測したところ、

４人作業で１００㎡の作業時間は、目標として掲

げていた値とほぼ同じ７．４６時間を達成し、内

製化を実現した。

　「これで最短１日で受注から施工まで完了する

革新的なサービスを提供できるようになりまし

た。雪害などで早急な修繕が必要な場合も、しっ

かりと応えることができます」と岡村会長は自信

に満ちた表情を見せる。

会長

社長

岡村  三男（左）

岡村  友和（右）
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　今回実現した最短１日で施工できる屋根板金工

事サービスは、今年２月から始動。受注から加工、

施工まで一貫して自社で行えるようになった。屋

根材を遠くから運搬する必要がないので、運搬時

の振動による擦り傷のリスクなどもなくなり、多

くのお客様から喜ばれている。

　また屋根材を自社ですぐに用意できることから、

屋根材の納品待ちで工事を中断させる心配もなく

なり、さらに加工業者に依頼するよりもコストを

抑えることができるため、価格面でも競争力を高

めることができた。

　社内的にも効果が出ている。普段は外の作業が

中心だが、雨や風が強い日は外仕事ができないた

め、その時間をどう有効的に使うかが課題だった。

　「自社加工できるようになったことで工場内での

仕事ができ、人を効率的に動かせるようになりま

した」と岡村会長は満足そうにほほ笑む。

　新設備の導入は顧客サービスの向上、事業の効

率化、どちらも叶えたのだ。

　昭和１５年に創業した同社は、岡村会長が２代

目になる。会長の代になってさまざまな改革に着

手。会長は「初代の時代は福利厚生がなかったの

で人を募集してもなかなか集まらず、職人を育て

るのも難しい状況でした。そこで私の代になって

からは福利厚生や社会保障を整備し、週休制も取

り入れ、人も定着するようになりました」と振り

返る。

　従業員の資格取得も積極的にバックアップして

いて、建築士や技能士、施工管理技術士などの資

格や安全教育講習を積極的に受講させるとともに、

資格試験の費用や試験日の出勤手当も会社が負担。

「こういった取り組みが従業員の意識の高揚につな

がっています」と自信を見せる。

　今では５人いる職人全員が営業、現場調査、屋

根加工、施工まで一貫して行うことができ、同社

の強みとなっている。

　また「板金工事店でこれだけの機械設備やクレー

ンを自社で持っているところはあまりないと思い

ます」と会長は胸を張る。

　今回の新設備の導入も、これまでの仕事への姿

勢や意識、取り組みがあったからこそ踏み切るこ

とができたという。

　昨年１月には３代目として、息子さんの岡村友

和さんが社長に就任した。友和社長は「新たな設

備が整い、どんな仕事も受けられる体制ができ、

従業員の意識もさらに高くなったと思います。こ

れまでの仕事に新

設備導入分をさら

に上乗せしていけ

るように、新しい

ニーズにも積極的

に応えていきたい

と思います」と意

気込む。

　代表権はまだ会

長にあるが、順次

引き継いでいく予定で、会長は「社長は次の代と

して設備投資や社員育成など、いろいろ考えてい

ると思います。次代にはさらに成長して、『屋根工

事といえばオカムラルーフ』と一般の方にもすぐ

に思い浮かべてもらえるような会社にしていって

ほしいです」と今後を楽しみにしている。

　常に高い意識とプライドを持って仕事に取り組

み、多くの信頼を得ているオカムラルーフ。地域

になくてはならない企業として、さらなる飛躍が

期待される。

顧客サービスの向上と事業の効率化を実現

３代目社長が就任、さらなる飛躍をめざす
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